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【計画期間】

□ 豊洲グリーン・エコアイランド構想について

□ 環境まちづくり協議会の設立

□ コミュニティサイクル □ 地域とともに行う環境まちづくり

□ 環境ロードマップ
構想の実現に向けた行動計画と位置づけ、構想で示した施策方針を具体化するため、各施策の実施主体や時
期、内容などを定めています。
公共施設の整備や街区開発の指針として活用するほか、エリアマネジメントの観点からも施策を展開します。
視点ごとに目指すべき「目標」と、大まかな「スケジュール」を設け、関係者全体で共通認識を持って推進
するための体制を整えています。

「豊洲グリーン・エコアイランド構想」とは、環境に
最大限に配慮したまちづくりの実現を目指すために、
江東区が平成 23 年 6月に策定した構想です。平成 25
年 10 月には、「都市の低炭素化の促進に関する法律」
の施行に伴い、本構想を「低炭素まちづくり計画」に
位置付けたうえで、構想の一部改訂を行いました。
当初、構想の期間は、概ね 15 年を見込むもので、最
初の 5年間を始動期、次の 5年間を概成期、それ以降
を成熟期とする計画でしたが、開発の進捗状況等を踏まえ、令和 3年 3月に、概成期を 7年間延長して
令和 9年度までとする改訂を行いました。ここでは、平成 23 年度から令和 2年度の 10 年間における実
現に向けた動向と、各視点に基づく取り組みの一部を紹介します。

平成 24 年 6月に、東京都・江東区を含む
地権者で構成される「豊洲地区環境まちづ
くり協議会」を設立しました。
官民が構想を共有し、連携・協働して環境
に配慮したまちづくりの取り組みを推進す
るためのものです。

どのサイクルポートでも自転車の貸出・返却ができる自
転車のシェアリングシステムです。平成 24 年に豊洲地区
を含む臨海部にて実証実験を開始し、平成 28 年度から区
内全域へ事業を拡大、令和 2 年度より本格実施となりま
した。現在、都内 11 区での相互乗り入れを行っています。

平成 28 年度には、豊洲地区環境まちづく
り協議会の専門部会として、「豊洲地区エ
リアマネジメント準備会」を設立し、清掃
活動（1回 /２ヶ月）などの取り組みを実
施しています。
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豊洲グリーン・エコアイランド構想
実現に向けた取り組み ＜平成 23年度～令和 2年度＞

１

緑の骨格づくり

宅地の緑づくり

住民参加による緑育成

水辺ネットワーク構築

水環境向上のしかけづくり

エネルギーの面的利用

省エネルギー技術の導入

再生・未利用エネルギー活用

自動車に依存しない公共交通の充実

自動車のクリーンエネルギー化と台数削減

モビリティマネジメント

安全安心な「市場」整備 （千客万来
施設整備）

交通の安全、海上輸送

全ての利用者にやさしいまちづくり

官民連携のまちづくり

見える化によるエコ

豊洲エコライフの実現

自然災害に対応した基盤整備

安定性のあるエネルギー基盤整備

災害時の機能継続

視点１　緑環境

緑あふれる人とふれあう緑環境の実現
～あらゆる機会を捉え「CITY IN THE GREEN」を実践～

維持・管理

維持・管理

維持・管理・「自然の緑」や「都市の緑」など役割の異なる緑を創出
・人と緑、多様な生物がふれあうアイランドを実現

視点２　水域環境

水を生かし人とふれあう水域環境の実現
・水域と水辺が一体となった空間の活用
・人と水がふれあい親しめる水域環境の実現

視点３　環境技術

環境負荷を低減する最先端技術の導入
～グリーンイノベーション～
・大規模施設の整備など
・最先端技術の導入による環境負荷低減の実現

維持・管理

維持・管理

維持・管理

維持・管理

維持・管理

視点４　環境交通

安全安心な暮らしを支える生活環境の実現
・「食」・「交通」・「ユニバーサルデザイン」の観点からの
   取組の実施

維持・管理

維持・管理

維持・管理

視点５　安全安心

環境と人にやさしいエコモビリティの導入
・環境にやさしいモビリティの導入や自転車・歩行者道の
   ネットワーク整備
・交通分野における低炭素化の実現

視点６　エリアマネジメント

環境コミュニティによる持続発展的な仕組み
・地域主体の環境まちづくり活動の仕組みをつくる
・環境施策に対する意識を高め、まちを持続的に発展

防災対策

自立できる安全なまち
・自然災害に対応した基盤整備や安全性・信頼性を有した
   インフラ整備
・自助・共助による地域防災力の向上

維持・管理

維持・管理

維持・管理

維持・管理

維持・管理

維持・管理

H23　～　H27 H28　～　R9 R10　～

水辺の賑わい創出
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豊洲グリーン・エコアイランド構想
実現に向けた取り組み ＜平成 23年度～令和 2年度＞
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視点４ 環境交通
環境と人にやさしいエコモビリティの導入

視点５ 安全安心
安全安心な暮らしを支える生活環境の実現

視点６ エリアマネジメント
環境コミュニティによる持続発展的な仕組み

防災対策
自立できる安全なまち

マーク
？

高潮・津波対策 ■ 主体：東京都
■ 期間：平成 18 年～

満潮時（A.P.（※）＋2.1m）において、伊勢湾台風級の台風にも
対応できるよう、高潮偏差及び波浪高さを加えた A.P.＋6.5mで、
液状化対策を施した防潮堤が整備されています。

※ 荒川基準水面（Arakawa Peil）の略。

■ 主体：昭和大学江東豊洲病院
■ 期間：平成 25 年～

1-3 街区の昭和大学江東豊洲病院では、災害時の事業
継続に注力しており、物資の備蓄、屋上に非常用発電
装置を設置し３日分の燃料（重油）を備えています。
電気については隣接する運河に乗り入れる船から供給
を受けられる体制も整えています。

災害拠点病院の事業継続の取組

ＢＥＭＳの導入
■ 主体：東京ガス ( 株 )
■ 期間：平成 18 年 6月 2日～

がすてなーに ガスの科学館（2-1 街区）は、熱源機や
空調運転に必要な各機器の運転状態を常時監視し、電
気・ガス・水道などのエネルギー使用量を管理するこ
とで省エネ・効率化を目指す BEMS（ビルエネルギー
管理システム）を採用しています。

江東区が平成 24 年 11 月から臨海部で開始したコミュニティサイ
クルは、スマートな電動自転車を街に設置されたサイクルポート
で自由に借り、返却ができる自転車のシェアリングシステムです。
令和３年 3月末時点で、累計利用者数が約 20 万人、累計利用回数
は約878万回となり、一つの交通手段としての定着が進んでいます。
平成 28 年 2月から 4区（江東区・千代田区・中央区・港区）での
相互乗り入れを開始し、令和 3年 3月現在、上記 4区に、新宿区、
文京区、渋谷区、品川区、大田区、目黒区、中野区を加えた合計
11 区で実施しています。

平成 28 年 12 月 13 日に、エリアマネジメントを
実施する協議体（（仮称）エリアマネジメント協議
会）の円滑な設立と運営に向けた準備を行なうこ
とを目的に、「豊洲地区エリアマネジメント準備会」
が設置されました。

豊洲地区エリアマネジメント準備会

豊洲市場における食の安全・安心の確保 ■ 主体：東京都
■ 期間：平成 30 年 10 月 1日～

豊洲市場は、50年先まで見据えた首都圏の基幹市場として、
産地や顧客・消費者の様々なニーズにも対応しています。
とくに、温度を適切に管理できる閉鎖型施設になることで、
商品を高温や風雨の影響から守り、鮮度を保っています。

■ 主体：東京ガス ( 株 )
■ 期間：令和元年 10 月 1日～

がすてなーに ガスの科学館（2-1 街区）では、QRコード
を使った多言語表示サービス（5言語）を実施しています。
このサービスでは、ユーザーがQRコードをスキャンする
だけで、ユーザー端末の設定言語が認識され、自動的に翻
訳文が表示されます。

多言語表示サービス「QR Translator」

■ 主体：江東区・日産自動車 ( 株 )
■ 期間：平成 26 年 10 月～平成 27 年 3月この実証実験は、豊洲地区の事業者等をモニターとして、超

小型モビリティの事業ユース（営業活動や業務移動）におけ
る利活用法を調査すること等を目的に実施されました。
豊洲地区事業者にモニター車を一定期間貸出しすることで、
近距離（半径 5km圏内）の日常的な移動手段としての活用可
能性を調査しつつ、住宅展示場での充電デモや同乗体験試乗
会等の来場者向けの各種イベントも行われました。

超小型モビリティ実証実験

江東区コミュニティサイクル ■ 主体：江東区・( 株 ) ドコモ・
　　　　バイクシェア
■ 期間：平成 24 年 11 月 21 日～

■ 各月の利用回数内訳（平成 24 年 11 月～令和 3年 3月）
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計画中（建築中等を含む）

4-1A 4-1B4-1A 4-1B

視点１ 緑環境
緑あふれ人とふれあう緑環境の実現

視点２ 水域環境
水を生かし人とふれあう水域環境の実現

民間開発における高質な緑地の整備
敷地内や施設屋上などに、「自然の緑」・「にぎわいの広場」・
「憩いの広場」・「歩道状空地」の 4つのオープンスペースを
整備し、憩いと潤いの空間を形成しています。

■ 主体：大和ハウス工業 ( 株 )

水辺に開いた商業施設
パークアクシス豊洲キャナルの東電堀に面する敷地に、コン
ビニやベーカリー・カフェなどが開業し、近隣住民の利便性
を高めるとともに、水辺における賑わいを創出しています。

■ 主体：三井不動産レジデンシャル ( 株 )

豊洲グリーン・エコアイランド構想の概成期（平
成 28 年度～）に、豊洲市場をはじめ、芝浦工業
大学附属中学高等学校やベイズタワー＆ガーデン
などが整備され、宅地の緑化率（※）は 24％となっ
ています。

宅地の緑化率

水辺の開放率
平成 27 年度にパークアクシス豊洲キャナルやスカイズ
タワー＆ガーデンなどの整備により水辺の開放率（※）
は 18％となりました。
その後も芝浦工業大学附属中学高等学校や豊洲市場な
どの開発により、令和２年度末時点の水辺の開放率は
60%を超えています。

視点３ 環境技術
環境負荷を低減する最先端技術の導入

大型で世界最高水準の高効率ガスエンジンコージェネ
レーションシステムを設置し、発電した電力は豊洲市場
へ供給、廃熱を豊洲地区の熱供給に有効活用しています。

■主体：東京ガス ( 株 )

環境負荷低減施策の実施率は、平成 23 年度に 67％
であり、その後増加し続け、平成 30 年度以降は
93％程度で推移しています。

コージェネレーションシステム

環境負荷低減施策の実施率

累計利用者数 191,485
（内訳）月額会員 4,639

1回会員 134,522
１日パス 52,186
法人会員 138

累計利用回数 8,779,931

実施規模
（令和3年3月31日時点）

自転車　1,650台
ポート　147箇所


